
幸
田
と
島
原 

３
８
０
年
の
歩
み

　

幸
田
町
と
長
崎
県
島
原
市
の
歴
史
的
な
つ

な
が
り
は
、
３
８
０
年
近
く
前
ま
で
さ
か
の

ぼ
り
ま
す
。
１
６
３
７
年
に
起
こ
っ
た
島
原

の
乱
の
際
、
深
溝
藩
主
板い
た

倉く
ら

重し
げ

昌ま
さ

公
が
総
大
将

と
し
て
島
原
に
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
２
年

後
の
１
６
３
９
年
に
幸
田
町
の
高
力
出
身
で
あ

る
高
力
氏
当
主
の
高こ
う

力り
き

忠た
だ

房ふ
さ

公
が
島
原
の
乱

で
疲
弊
し
た
領
土
の
復
興
を
幕
府
か
ら
託
さ
れ

て
、
島
原
藩
主
と
し
て
赴
任
し
、
島
原
半
島
の

復
興
を
果
た
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
30
年
後
の

１
６
６
９
年
、
幸
田
町
深
溝
出
身
の
深
溝
松
平

家
６
代
当
主
松ま
つ

平
だ
い
ら

忠た
だ

房ふ
さ

公
が
混
乱
し
た
藩
政

を
復
興
す
る
た
め
に
、
島
原
藩
主
と
し
て
赴
任

し
、
そ
の
後
、
忠た
だ

和か
ず

公
ま
で
13
人
の
深
溝
松
平

家
当
主
が
島
原
藩
主
と
し
て
島
原
を
治
め
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
島
原
市
と
幸
田
町
の
関
係
を
語
る
う

え
で
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
が
、
深
溝
に

あ
る
瑞ず
い

雲う
ん

山ざ
ん

本ほ
ん

光こ
う

寺じ

の
存
在
で
す
。
島
原
市
に

も
あ
る
本
光
寺
で
す
が
、
江
戸
時
代
は
島
原
の

本
光
寺
が
本ほ
ん

寺じ

、
深
溝
の
本
光
寺
が
末ま

つ

寺じ

の
関

係
で
、
頻
繁
に
人
の
行
き
来
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
な
に
よ
り
、
こ
の
深
溝
本
光
寺
の
重

要
な
と
こ
ろ
は
、
初
代
忠た
だ

定さ
だ

公
以
降
、
歴
代
深

溝
松
平
家
当
主
の
墓
所
が
築
か
れ
て
い
る
こ
と

で
す
。
江
戸
時
代
、
島
原
藩
主
は
島
原
で
亡
く

な
っ
て
も
、参
勤
交
代
に
よ
り
江
戸
で
亡
く
な
っ

て
も
、
深
溝
の
地
に
御
遺
骸
が
運
ば
れ
、
本
光

寺
の
墓
地
に
埋
葬
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
都
度
、

島
原
か
ら
深
溝
へ
関
係
者
が
訪
れ
、
島
原
と
深

溝
の
間
で
人
々
の
交
流
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

島
原
市
へ
の
友
好
交
流
訪
問
の
旅 

参
加
者
募
集

▲本光寺の東御廟所における墓前祭祀の様子（同上）

▲幸田駅から本光寺へ向かう松平忠和公（最後の島原藩主）の御遺骸道中（1917 年）

広報こうた●2016（H28）8.1 2



特集 幸田と島原380年の歩み－島原市への友好交流訪問の旅参加者募集

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
７
月

①島原市と幸田町との歴史と文化の友好交流の推進に関する協定締結②島原市友好親善交流訪問団による本光寺東御廟所での献花

③幸田町を訪れた島原市友好親善交流訪問団 100 人の皆さん

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
10
月
31
日
～
11
月
１
日

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
８
月	

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
10
月

　

島
原
市
で
深
溝
本
光
寺
展
開
催

２
０
１
４
年
（
平
成
26
）
10
月
11
日

２
０
１
４
（
平
成
26
）
年
10
月

　

島
原
市
文
化
連
盟
が
幸
田
町
へ
来
町

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
３
月

　

幸
田
町
文
化
協
会
が
島
原
市
を
訪
問

２
０
１
５
（
平
成
27
）
年
10
月

１
８
６
９
（
明
治
２
）
年　

版
籍
奉
還

幸
田
町
と
島
原
市
の
交
流

１
６
３
７
（
寛
永
14
）
年　

島
原
の
乱

１
６
３
９
（
寛
永
16
）
年

１
６
６
９
（
寛
文
９
）
年

６
代 

忠た
だ

房ふ
さ　
　

７
代 

忠た
だ

雄お　
　

８
代 

忠た
だ

俔み

９
代 

忠た
だ

刻と
き　
　

10
代 

忠た
だ

祇ま
さ　
　

11
代 

忠た
だ

恕ひ
ろ

12
代 

忠た
だ

馮よ
り　
　

13
代 

忠た
だ

侯よ
し　
　

14
代 

忠た
だ

誠な
り

15
代 

忠た
だ

精き
よ　
　

16
代 

忠た
だ

淳あ
つ　
　

17
代 

忠た
だ

愛ち
か

18
代 

忠た
だ

和か
ず

幸
田
と
島
原
の
歴
史
的
な

つ
な
が
り

移
封
…
大
名
な
ど
を
他
の
領
地
へ
移
す
こ
と

　

�

深
溝
藩
主
板い

た

倉く
ら

重し
げ

昌ま
さ

が
総
大
将
と
し
て
島
原

へ
派
遣

　

�

幸
田
町
高
力
出
身
の
浜
松
藩
主
高こ

う

力り
き

忠た
だ

房ふ
さ

が

島
原
の
乱
で
疲
弊
し
た
領
土
の
復
興
を
幕
府

か
ら
託
さ
れ
、
島
原
藩
へ
移
封

　

�

深
溝
松
平
家
６
代
目
当
主
松

ま
つ
だ
い
ら
た
だ
ふ
さ

平
忠
房
が
刈
谷
、

福
知
山
藩
主
を
経
て
、
島
原
藩
へ
移
封

　

島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
の
始
ま
り

　

�

島
原
藩
主
松
平
忠た

だ

和か
ず

が
最
後
の
藩
主
と
し
て

版
籍
を
奉
還
し
島
原
藩
知
事
と
な
る
。

幸
田
町
で
「
島
原
藩
主
深
溝
松
平
家
墓
所
国

史
跡
指
定
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催

島
原
市
民
文
化
講
座
「
島
原
と
深
溝
ー
松
平

忠
雄
が
繋
ぐ
縁
ー
」
を
開
催

「
島
原
市
と
幸
田
町
と
の
歴
史
と
文
化
の
友
好
交

流
の
推
進
に
関
す
る
協
定
」
締
結
（
写
真
①
）

幸
田
町
で
「
幸
田
町
・
島
原
市
歴
史
と
文
化

の
友
好
交
流
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

島
原
市
友
好
親
善
交
流
訪
問
団
１
０
０
人
が

来
町
（
写
真
②
③
）

島
原
藩
主
と
な
っ
た
歴
代
深
溝
松
平
家
当
主
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参加人員　100人　（おおむね各種団体50人　一般募集50人）　※応募者多数の場合は抽選となります。
参加対象　町内在住、在勤の人　※18歳以上（高校生不可）
参加費　　27,000円　（実費54,000円のうち、27,000円を推進委員会が助成）
　　　　　旅行代金に含まれるもの　：行程表に明示した、交通費・宿泊代・食事代・乗務員、添乗員経費・旅行傷害保険料
　　　　　旅行代金に含まれないもの：上記の他は旅行代金に含まれません。
申込方法　①�下記「仮申込書」に必要事項をご記入のうえ、FAX（ 0564-21-8448）、郵送または持参により、名鉄観光サー

ビス岡崎支店へ応募してください。応募者多数の場合は、8月29日（月）に抽選を行い、後日、結果を名鉄観光サー
ビス岡崎支店からご連絡します。

　　　　　②�参加者が確定しましたら、詳しい旅行条件などを記載した書面を名鉄観光サービス岡崎支店からお送りします
ので、書面に基づき、正式な申込手続きをお願いします。

問合せ・申込先
旅行企画・実施　名鉄観光サービス株式会社　岡崎支店　総合旅行業務取扱管理者　高木雅仁
　　　　　　　　〒444-0860　岡崎市明大寺町３丁目１７番地　観光庁長官登録旅行業第55号
　　　　　　　　 　一般社団法人日本旅行業協会正会員
　　　　　　　　℡0564-21-0720　担当　横山・鈴木（平日9:00 ～ 18:00　休日：土日祝日）
申込締切　８月26日（金）必着

島原市への友好交流訪問の旅 仮申込書� 在住・在勤を○で囲み、在勤の場合は勤務先を御記入ください

フリガナ
年 

齢
性 

別 男 ・ 女代表者の
お名前 （在住・在勤　　　　　　　　） 才

代表者の
住　所

〒

TEL（　　　　　）　　　－　　　　　

フリガナ
年 

齢
性 

別 男 ・ 女同伴者の
お名前 （在住・在勤　　　　　　　　　） 才

フリガナ
年 

齢
性 

別 男 ・ 女同伴者の
お名前 （在住・在勤　　　　　　　　　） 才

フリガナ
年 

齢
性 

別 男 ・ 女同伴者の
お名前 （在住・在勤　　　　　　　　　） 才

企画主催　島原市と幸田町の友好交流推進委員会　事務局　企画政策課　政策グループ

平成28年11月６日（日）～ 11月７日（月）
目的
　昨年は、島原市から100人の友好親善交流訪問団をお迎えし、両市町の友好が深まりました。
　今年は、本町から100人の訪問団による島原市への訪問を下記のとおり実施し、持続的な交流を通じて、両市町
のさらなる発展と、一層の友好関係を促進します。

11月６日（日）
幸田町民会館駐車場　⇒　中部国際空港　⇒　長崎空港　⇒　島原市姫松屋（昼食）　⇒　歓迎会（島原城）

＝　島原城見学　⇒　武家屋敷　⇒　島原本光寺　⇒　ホテル南風楼（宿泊施設）　＝　親善交流会（夕食）

11月７日（月）

ホテル南風楼　⇒　雲仙普賢岳噴火災害犠牲者追悼の碑　⇒　雲仙岳災害記念館　⇒　土石流被災家屋保存公園

＝　みずなし本陣（昼食）　⇒　鯉の泳ぐまち（見学・見送り式）　⇒　長崎空港　⇒　中部国際空港

⇒　幸田町民会館駐車場

●食事：朝食１回　昼食２回　夕食１回（７日夕食は軽食）●添乗員：２人同行します　●最少催行人員80人

※宿は男女別の相部屋となります。基本定員５人１室（和室）

5:15

21:15
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～ 380 年の時を超えて、再び交流が熱くなる～

島原市への友好交流訪問の旅 参加者を募集します



特集 幸田と島原380年の歩み－島原市への友好交流訪問の旅参加者募集

島
原
城

　

松ま
つ

倉く
ら

豊ぶ
ん

後ご
の

守か
み

重し
げ

政ま
さ

が
１
６
１
８
年

（
元
和
４
年
）
か
ら
７
年
の
歳
月
を
か

け
て
築
い
た
島
原
城
。
現
在
、
復
元
さ

れ
た
天
守
閣
に
は
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や

郷
土
資
料
、
民
族
資
料
な
ど
が
展
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
島
原
の
乱
で
知

ら
れ
る
天あ
ま

草く
さ

四し

郎ろ
う

の
銅
像
も
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

雲
仙
岳
災
害
記
念
館

　

１
９
９
０
年
11
月
に
始
ま
っ
た
雲

仙
普
賢
岳
の
平
成
噴
火
。
１
９
９
６
年

の
噴
火
終
息
宣
言
ま
で
、
こ
の
地
で
何

が
起
き
、
そ
し
て
、
何
が
残
っ
た
の
か
。

自
然
の
脅
威
と
、
災
害
の
訓
練
を
、
風

化
さ
せ
る
こ
と
な
く
正
確
に
後
世
へ
残

し
ま
す
。
見
て
触
れ
て
リ
ア
ル
に
体
感

し
な
が
ら
、
わ
か
り
や
す
く
学
習
で
き

る
日
本
で
唯
一
の
「
火
山
体
験
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
で
す
。

鯉
の
泳
ぐ
ま
ち

　

新
町
と
呼
ば
れ
る
地
域
一
帯
は
湧
き

水
が
豊
富
で
、
全
長
１
０
０
メ
ー
ト
ル

の
水
路
が
あ
り
、
別
名
「
鯉
の
泳
ぐ
ま

ち
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

島
原
に
は
至
る
所
に
湧
水
が
あ
り
、

昭
和
60
年
１
月
、
環
境
庁
か
ら
「
島
原

湧
水
群
」
と
し
て
日
本
名
水
百
選
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

島原城周辺の武家屋敷跡島原本光寺

雲仙普賢岳噴火災害犠牲者追悼之碑

鯉の泳ぐまち

島原の郷土料理  具
ぐ

雑
ぞう

煮
に

海の幸や山の幸など、十数種類の具が入った
雑煮。島原の乱ゆかりの歴史的な郷土料理

「鯉の泳ぐまち」の一角にある人気の観光スポット

湧水庭園「四明荘」 土石流被災家屋保存公園

問
合
せ　

企
画
政
策
課 

政
策
グ
ル
ー
プ

　
　
　
　

内
線
３
３
２
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